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愛称を募集中です！

はこふし

｜ ＜はこふし＞ 2024夏号

箱
崎
の
愛
宕
神
社
の
本
尊
で
あ

る
勝
軍
地
蔵
尊
像
が
、
２
５
０
年

ぶ
り
に
修
復
復
元
さ
れ
、
地
域
に

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

尊
像
は
明
和
４
年
（
１
７
６
７

年
）
江
戸
神
田
の
大
仏
師
の
作
で
、

江
戸
文
化
が
匂
う
造
形
で
す
。
し

か
し
、
劣
化
が
進
ん
で
き
た
こ
と

か
ら
、
氏
子
総
代
・
奉
賛
会
・
財

産
管
理
委
員
会
・
獅
子
講
中
・
福

厳
寺
が
話
し
合
い
、
修
復
事
業
が

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

九
州
の
専
門
家
に
よ
り
解
体
・

再
着
色
さ
れ
か
つ
て
の
美
し
い
姿

が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
今
年
の

愛
宕
神
社
の
例
大
祭
に
あ
わ
せ
４

月
28
日
に
開
眼
さ
れ
ま
し
た
。

尊
像
を
守
っ
て
き
た
福
厳
寺
の

石
井
祐
聖
住
職
は
、

「
先
人
の
遺
産
を
現
代

に
修
復
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
絆
が
再
確
認
で

き
ま
し
た
。
大
切
に
引

き
継
い
で
い
き
た
い
で

す
」
と
語
り
ま
す
。

１

トピックス：愛宕神社ご本尊2５0年ぶりにお色直し

特集：シカを見たらどうする？野生動物が活発化

町内会連合会が県・市に要望書を提出

図書館だより / 歴史の冒険者：半田山を動かす一本石

町内会訪問④ 南西町内会

神
仏
習
合
の
歴
史
を
残
す

尊像は現在は福厳寺の本堂に安置

停止線②
（新設予定）

伊達東地区みんなのミニコミ紙V o l .５

箱
崎
・
愛
宕
神
社
の
ご
本
尊

勝
軍
地
蔵
尊
２
５
０
年
ぶ
り
お
色
直
し

伊達東
TOPICS

し

ょ

う

ぐ

ん

じ

ぞ

う

そ

ん

全身像

勝
軍
地
蔵
尊
は
仏
教
の
菩
薩
様

で
す
が
愛
宕
神
社
の
本
尊
で
す
。

こ
れ
は
奈
良
時
代
か
ら
続
く
神
仏

習
合
で
、
神
様
と
仏
様
は
同
じ
で

あ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
勝
軍

地
蔵
尊
は
防
火
・
豊
年
満
作
を
つ

か
さ
ど
り
、
全
国
の
愛
宕
神
社
が

本
尊
と
し
て
い
ま
す
。

福
厳
寺
は
勝
軍
地
蔵
尊
を
お
ま

つ
り
し
た
こ
と
か
ら
、
寺
の
院
号

を
地
蔵
院
と
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
ぞ
う

か
い
げ
ん

ふ
く
ご
ん
じ

ぼ

さ

つ

あ

た

ご

ほ
ん
ぞ
ん
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シ
カ
や
タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン

カ
ラ
ス
な
ど
の
野
生
動
物
の
取
り

扱
い
は
「
鳥
獣
保
護
管
理
法
」
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
野
生
動
物
は

原
則
と
し
て
は
保
護
す
る
こ
と
と

し
、
農
業
被
害
等
が
出
る
場
合
に

は
計
画
的
に
捕
獲
し
て
、
頭
数
を

調
整
し
ま
す
。

県
で
「
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計

画
」
を
作
り
、
伊
達
市
は
そ
れ
に

基
づ
き
「
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

を
作
り
、
捕
獲
す
る
動
物
と
そ
の

頭
数
を
決
め
て
い
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
県
の
指
定
管
理

鳥
獣
と
し
て
捕
獲
が
で
き
ま
す
。

驚
か
す
と
走
り
出
し
て
危
険
な
た

め
、
そ
っ
と
し
て
市
総
合
支
所
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 野生の哺乳類と鳥類 ※イラストの動物は一例です

２

庭でシカを見たらどうする？
伏黒・箱崎で野生動物の出没が増える

５
月
に
伏
黒
の
沖
地
区
で
二
ホ
ン
ジ
カ

が
目
撃
さ
れ
ま
し
た
。
タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
の

目
撃
例
も
増
え
て
い
ま
す
。

月
舘
、
霊
山
、
梁
川
で
は
有
害
鳥
獣
で
大

き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
、
伊
達
東
も
人
口

減
少
や
遊
休
農
地
の
増
加
に
伴
い
、
対
策
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

野
生
動
物
と
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
法
律
や

対
策
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

捕
獲
は
計
画
に
基
づ
い
て

免許や手続きなしでは捕獲し
たり、飼ったりできない動物

許可不要で捕殺
していい動物

▼ペット・家畜（野生動物でない哺乳類・鳥類・は虫類） ※イラストの動物は一例です

（写真はイメージです）

鳥

獣

保

護

管

理

法

動

物

愛

護

管

理

法

危険動物！飼っちゃダメ

マムシ

飼い主や売買業者には、
適正な飼育の責務・義務

ネズミ類

モグラ類

対象鳥獣 捕獲計画頭数

ニホンザル (県計画による)

イノシシ 1200頭

ハクビシン 200頭

タヌキ 200頭

カラス 40羽

伊達市鳥獣被害防止計画 (令和６年度)

※ 農作物等被害防止の

ための捕獲に限ります。
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法
律
上
、
ペ
ッ
ト
や
野
生
動
物

の
死
が
い
は
一
般
廃
棄
物
と
な
り

ま
す
。
畜
産
用
の
牛
や
豚
の
死
が

い
は
産
業
廃
棄
物
で
す
。

こ
の
た
め
、
飼
い
主
の
い
な
い

タ
ヌ
キ
や
猫
の
死
が
い
は
、
原
則

と
し
て
そ
の
土
地
を
管
理
す
る
者

が
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
道
・
県
道
の
死
が
い
は
市
や

県
が
処
理
し
ま
す
。

民
地
内
の
場
合
は
、
土
地
の
所

有
者
や
管
理
者
が
処
理
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
死
が
い
は
梱
包
し

て
ゴ
ミ
集
積
所
に
出
し
ま
す
。
ゴ

ム
手
袋
で
作
業
を
し
、
終
了
後
は

手
洗
い
・
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
で
死
が
い
を
見
つ
け
た
場

合
、
ゴ
ミ
集
積
所
に
出
す
場
合
は

総
合
支
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
：
伊
達
総
合
支
所

☎

０
２
４-

５
８
３-

２
１
１
１

３

〈はこふし〉に広告を載せてみませんか？

伊達東地区は全世帯に配布、伊達西地区は全戸

に回覧され、信頼性の高い地域密着の記事で、

購読率は抜群です。

詳しくはホームページをご覧ください。

問合せ 伊達東地区交流館☎ 583-4646

広告募集！

犬の登録と狂犬病予防注射の義務はよく知

られていますが、動物の飼育には、ほかにも

守らなくてはならない規制があります。

「動物愛護管理法」という法律では、動

物が安全に健康に暮らせるよう、飼い主や販

売業者に責務と義務が課されています。

虐待や、近所に迷惑をかける飼い方をして

はいけません。犬・猫を売る業者にはマイク

ロチップの装着が義務付けられました。

不適正な飼育をした場合、県が指導や助言

を行うことがあります。

この法律の対象は、犬、猫、ハト、牛、豚

などのほか、カメやヘビなど「は虫類」も含

まれます。ただし、ワニやマムシなど危険な

動物は飼うこと自体が禁止されています。

▶ 動物愛護に関する問い合わせ先

・福島県動物愛護センター 024-953-6400

・伊達市生活環境課 024-575-1228

ペットにはどんな

法律があるの？

死
ん
だ
動
物
は
廃
棄
物

市道

私有地

市道の死がい
は市が処理県道の死がい

は県が処理

土地の管理者や所有者が処理

伊
達
市
で
も
有
害
鳥
獣
に
多
く

の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

捕
獲
は
、
猟
友
会
と
協
力
し
て

「
伊
達
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
」
を
組
織
し
、
市
全
域
で
の
捕

獲
事
業
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

捕
獲
に
は
、
箱
わ
な
、
く
く
り

わ
な
、
猟
銃
な
ど
を
使
い
ま
す
が
、

県
ま
た
は
市
の
捕
獲
許
可
を
得
る

か
、
狩
猟
期
間
中
に
狩
猟
で
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場

合
も
、
狩
猟
免
許
を
持
っ
た
人
が

行
う
の
が
原
則
で
す
。

ま
た
、
市
で
は
農
作
物
被
害
の

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
侵
入
防
止

柵
、
追
い
払
い
器
具
へ
の
支
援
も

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
人
や
財
産
に
被
害
が
生

じ
る
緊
急
の
場
合
は
、
市
、
警
察
、

対
策
実
施
隊
な
ど
が
連
携
し
て
捕

獲
・
追
い
払
い
を
行
い
ま
す
。
万

一
の
と
き
は
警
察
か
農
政
課
に
連

絡
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
：
伊
達
市
農
政
課

☎

０
２
４-

５
７
３-

５
６
３
５

捕
獲
実
施
と

侵
入
防
止
対
策

■ 野外放出・飼育が禁止の外来生物

生態系や人、農林水産業へ被害を及ぼすお

それのある外来の動物は、「外来生物法」に

より、飼育や売買、野外放出が禁止されてい

ます。アライグマ、ハリネズミ、カミツキガ

メ、ヒキガエル、アメリカザリガニなど多数

が指定されています。

計画による駆除の対象

にもなっています。

▲箱わな。免許が必要です。
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伊
達
東
地
区
の
町
内
会
で
つ
く

る
「
川
東
町
内
会
連
合
会
」
（
会

長
・
佐
藤
敏
意
滝
前
町
内
会
長
）

は
、
今
年
度
の
県
市
に
要
望
す
る

２
つ
の
地
域
課
題
を
決
め
、
７
月

に
県
と
市
に
そ
れ
ぞ
れ
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

県
へ
の
要
望
箇
所
は
、
県
道
保

原
桑
折
線
の
上
ヶ
戸
地
内
の
カ
ー

ブ
で
す
。
こ
の
場
所
は
見
通
し
が

悪
く
道
幅
が
狭
い
た
め
、
危
険
性

が
高
く
、
以
前
か
ら
改
修
を
要
望

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
交
通
量
が
増
大
し
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
開
店
が
二
年
後

に
迫
る
中
、
緊
急
度
が
よ
り
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
強

く
要
望
し
た
も
の
で
す
。

伊
達
市
へ
は
、
箱
崎
・
伏
黒
地

区
の
老
朽
排
水
路
の
整
備
を
要
望

し
ま
し
た
。

伊
達
町
時
代
に
住
民
が
排
水
組

合
を
作
っ
て
整
備
し
た
排
水
路
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
合

併
後
は
管
理
責
任
が
不
明
確
で
す
。

安
全
性
の
課
題
に
加
え
、
他
の

地
域
と
の
公
平
性
の
問
題
か
ら
、

危
険
個
所
の
応
急
対
応
と
、
中
長

期
的
な
地
域
排
水
対
策
の
検
討
を

要
望
し
た
も
の
で
す
。

県
道
・
上
ヶ
戸
の
カ
ー
ブ

地域の動き

７月中旬、伏黒・箱崎の桃の出果が、

早くも最盛期を迎えました。

箱崎の伊達営農センターの選果場では

選果された桃が次々に全国に出荷されて

います。併設された直売所「あたご」で

も、桃を買い求める地域のみなさんが朝

から列を作っています。

あたごの担当者の方は、「温暖化で時

期が早まっていて、糖度は十分ですが、

すぐ軟らかくなるので、早めにめしあが

ってください」と話していました。

町
内
会
連
合
会
が
県
・
市
に
要
望
書
を
提
出

県
道
桑
折
線
／
排
水
路
の
整
備

箱
崎
・
伏
黒
の
排
水
路

県道保原桑折線（上ヶ戸）

排水路マス（箱崎）

要 望

伊達総合支所が一時移転
９月17日から・福祉センター２階で営業

▲福祉センター（左）、現在の伊達総合支所（右）

伊達総合支所の業務が、９月１７日から西側に隣接する福祉センタ

ーに移転します。同支所の改築工事のためで、期間は新庁舎が完成す

る令和８年４月（予定）までです。

事務室は２階ですが、エレベーターが利用できます。

開業時間はこれまで通り、午前８時30分から午後５時１５分です。

なお、木曜日のみ午後7時まで延長窓口が開いています。

●工事中の駐車場について

解体・建築作業のため、

これまでの支所駐車場と、

ふるさと会館駐車場も一部

が利用できなくなりますの

でご注意ください。

最盛期迎える最盛期迎える
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伊
達
東
地
区
交
流
館
で
５
月
か

ら
開
催
し
て
い
る
「
ス
マ
ホ
・
パ

ソ
コ
ン
相
談
室
」
が
好
評
で
す
。

川
東
地
区
協
議
会
が
伊
達
総
合

支
所
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
ス
マ
ホ
相
談
は
毎
週

水
曜
日
・
午
後
１
時
30
分
か
ら
３

時
ま
で
で
す
。

市
の
研
修
を
受
け
た
デ
ジ
タ
ル

活
用
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
困
り
ご
と

に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
相
談
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

関
す
る
こ
と
、
通
知
や
メ
ー
ル
の

着
信
拒
否
、
不
要
な
ア
プ
リ
や
画

像
の
削
除
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
（
左
の
表
を
参
照
）

ス
マ
ホ
相
談
は
予
約
な
し
で
も

Ｏ
Ｋ
で
す
が
、
次
の
準
備
が
あ
る

と
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

・
前
も
っ
て
電
話
等
で
相
談
内
容

を
東
地
区
交
流
館
に
連
絡

・
ス
マ
ホ
の
契
約
内
容
を
持
参

▼
連
絡
先
：
伊
達
東
地
区
交
流
館

☎

０
２
４
ー
５
８
３
ー
４
６
４
６

チャレンジ Zoom

毎
週

曜
日
・
午
後
１
時
30
分
か
ら

プログラミング教室

・申 込 先：伊達東地区交流館（FAX可）・締切：８月２日(金)必着

☎/FAX ０２４ー５８３－４６４６

・申込用紙：伊達総合支所・伊達東地区交流館にあります。

※伊達川東地区協議会サイトでもダウンロードできます。

５

８月７日 ～９日水 金日時

会場 無料受講料

定員等

スクラッチ言語 学習ロボット グループ学習

・主催：伊達川東地区協議会

この教室は、伊達川東地区協

議会が自主事業「市民DX推進事

業」の一環として、伊達市の補

助、伊達総合支所の協力を得て

実施するものです。

｜ ＜はこふし＞ 2024夏号

水

ス
マ
ホ
・パ
ソ
コ
ン
相
談
室
が
好
評

● スマホ相談の一例

見たくない通知やSMS
をブロックしたい。

疎遠な知り合いを連絡
先から削除したい。

使わないアプリや写真
を削除したい。

LINEで孫と写真交換
をしたい。

ネット通販で買い物を
したいが、安全か心配。

LINEの着信音が鳴
らなくなった。

通信の請求額が最近
急に増えてきた。

夏 休 み・参加者募集
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親
子
に
絵
本
を
一
冊
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
事
業
で
す
。

４
か
月
検
診
会
場
の
あ
る
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
一
室
が

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
会
場
で
す
。

検
診
を
終
え
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、

保
護
者
の
方
に
抱
っ
こ
さ
れ
て

や
っ
て
き
ま
す
。
ま
ず
担
当
者

が
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
手
帳
」

を
お
渡
し
し
、
絵
本
の
選
び
方

や
読
み
聞
か
せ
の
コ
ツ
な
ど
を

説
明
し
ま
す
。
次
に
、
６
種
類

の
絵
本
か
ら
一
冊
を
選
び
ま
す

伊
達
市
立
図
書
館
で
実
施
し

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
中

で
も
好
評
な
の
が
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
」
事
業
で
す
。
こ
れ
は
、

市
の
４
か
月
児
検
診
の
際
、
乳

幼
児
か
ら
の
読
み
聞
か
せ
の
大

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

７

〈
第
四
話
〉

半
田
山
を
動
か
す
一
本
石

伊
達
東
交
流
館
・
東
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
あ
る
場
所
の
地
名
は
「
伏
黒

字
一
本
石
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
地
名
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
近
く

の
畑
の
中
に
あ
る
大
き
な
石
に
ち

な
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
伝
え
ら

れ
る
昔
話
が
あ
り
ま
す
。

*

昔
む
か
し
、
こ
の
土
地
に
や
っ

て
き
て
畑
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
村

人
た
ち
が
、
地
面
か
ら
突
き
出
て

い
る
大
き
な
石
を
見
つ
け
ま
し
た
。

じ
ゃ
ま
な
の
で
、
地
面
を
掘
っ
て

倒
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、
い
く
ら

掘
っ
て
も
底
が
見
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
沖
屋
敷
出
身
で
怪
力

の
お
相
撲
さ
ん
が
い
た
の
を
思
い

出
し
、
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

「
よ
っ
こ
ら
せ
、
よ
っ
こ
ら
せ
」

お
相
撲
さ
ん
と
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
石
を
ゆ
す
り
ま
す
。
す

る
と
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
、
遠
く

桑
折
町
に
そ
び
え
る
半
田
山
が
ぐ

ら
ぐ
ら
と
ゆ
れ
始
め
ま
し
た
。

「
こ
り
ゃ
あ
、
こ
の
石
の
は
半
田

山
と
つ
な
が
っ
て
る
ん
だ
べ
」

村
人
た
ち
は
石
を
動
か
す
の
を

あ
き
ら
め
、
こ
の
土
地
を
「
一
本

石
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

*
*

*

昔
話
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
付
近

は
阿
武
隈
川
が
運
ん
だ
土
砂
で
作

ら
れ
た
土
地
な
の
で
、
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
大
き
な
石
が
地
表
に
あ
る

の
か
は
謎
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
本
石
は
現
在
も
畑
の

中
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
個
人
の

農
地
で
す
か
ら
、
無
断
で
立
ち
入

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
ね
。

（
監
修
・
水
雲
神
社
大
橋
宮
司
）

箱崎・伏黒

歴史の冒険者
れきし の ぼうけんしゃ

☎ 024-551-2132

伊達市立

図書館
だより

ブックスタートで始める

読み聞かせ

が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
試
し

に
読
み
聞
か
せ
て
み
て
赤
ち
ゃ

ん
が
喜
ん
だ
本
が
選
ば
れ
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
も
、
ち
ゃ
ん
と
好
み

の
本
が
あ
る
の
で
す
ね
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
受

託
し
て
い
る
の
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
夢
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
担

当
の
役
員
の
お
一
人
は
、

「
赤
ち
ゃ
ん
も
絵
本
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
は
ゆ
っ

く
り
過
ご
す
時
間
が
取
れ
な
い

時
代
で
す
が
、
読
み
聞
か
せ
は
、

親
子
が
ふ
れ
あ
え
る
大
切
な
共

通
体
験
。
今
度
は
、
図
書
館
か

ら
次
の
一
冊
を
借
り
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
」
と
話
し
ま
す
。

驚
き
！

４
か
月
の

赤
ち
ゃ
ん
が
本
を
選
ぶ

読
み
聞
か
せ
は
親
子
が

ふ
れ
あ
う
共
通
体
験

お
き
や
し
き

す

も

う

い
っ
ぽ
ん
い
し

選ばれる本は、毎回不思議に

かぶらないといいます。
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町内会訪問 ④

〈伏黒〉

南西町内会

町内会長・松浦幹夫さん

案内人

次号のお知らせ

はこふし次号は10月発行予定

・ハシドラッグ伊達箱崎店

・伊達東のデジタル環境

ほか

編 集 後 記

▷「はこふし」の創刊から早くも１

年。この間、情提供や取材にご協力

いただいた多くのみなさんにスタッ

フ一同、厚く感謝申し上げます。今

後もよりよい地域ミニコミ紙づくり

を目指してまいります。（編集委員

長・佐藤）

▷モモの香りといっしょに伊達の暑

い夏がやってきました。熱射病に万

全の対策を！（集落支援員・冨田）

８

水まわり
プロパンガス
冷暖房設備

信頼の地元のお店です。
いつでも安心してご相談ください。

３年連続受賞!! 福島市水道局優良工事表彰
2021 技術者部門・2022 事業者部門・2023 技術者部門

☎ 024-583-3211 ／ FAX 024-583-3249
〒960—0501 伊達市伏黒字舘ノ内24

有限
会社 浅尾真店有限

会社浅尾設備

南
西
町
内
会
の
区
域
は
、
伏
黒

の
中
で
も
最
も
早
い
時
期
か
ら
人

が
住
ん
だ
場
所
の
ひ
と
つ
で
、
平

安
時
代
の
集
落
跡
の
「
舘
ノ
内
遺

跡
」
が
あ
り
ま
す
。
１
９
７
４
年

（
昭
和
49
年
）
に
阿
武
隈
川
の
河

川
敷
よ
り
や
や
高
い
場
所
で
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
、
４
ｍ
四
方
の
小

型
の
竪
穴
式
住
居
跡
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
内
部
に
は
カ
マ
ド
が
あ

り
、
ろ
く
ろ
で
作
っ
た
土
師
器
の

食
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
集

落
は
、
７
世
紀
後
半
か
ら
９
世
紀

後
半
の
平
安
前
期
ま
で
続
い
た
そ

う
で
す
。

鎌
倉
時
代
に
は
、
地
頭
が
住
む

「
伏
黒
館
」
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、

舘
ノ
内
の
地
名
の
由
来
で
す
。
そ

こ
を
中
心
に
、
西
は
荒
（
新
）
屋

敷
、
北
と
南
に
北
屋
敷
、
南
屋
敷

が
広
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

明
治
・
大
正
時
代
に
な
る
と
蚕

種
（
蚕
の
卵
）
や
繭
の
出
荷
で
伏

黒
全
体
が
潤
い
、
県
道
保
原
桑
折

線
に
は
軽
便
鉄
道
が
走
り
ま
し
た
。

沿
線
に
は
商
店
街
が
形
成
さ
れ
、

伏
黒
銀
座
と
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

水
雲
神
社
例
大
祭
で
は
勇
壮
な

山
車
が
ね
り
歩
き
ま
す
が
、
戦
後

に
こ
れ
を
復
活
さ
せ
た
の
は
、
終

戦
直
後
の
南
西
・
南
東
の
若
者
た

ち
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

南
西
町
内
会
は
現
在
65
世
帯
・

約
１
６
０
人
で
人
口
減
、
少
子
高

齢
化
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
も
増

え
て
い
て
い
ま
す
。
阿
武
隈
川
に

接
し
て
お
り
、
異
常
気
象
に
よ
る

水
害
の
不
安
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
な
ど
周

辺
が
整
備
さ
れ
、
人
の
回
帰
が
進

む
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
。

そ
れ
ま
で
、
町
内
会
の
会
員
が

手
を
と
り
あ
っ
て
、
地
域
を
支
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伏
黒
最
古
の
住
居
跡

な ん せ い

高
齢
の
一
人
暮
ら
し
増
加

は

じ

き

ふ
し
ぐ
ろ
だ
て

蚕
で
に
ぎ
わ
う
伏
黒
銀
座

伏黒銀座の面影を残す旧伏黒郵便局前で。

か
い
こ

ま
ゆ

た
て
の
う
ち

た
て
あ
な

〈はこふし〉に記事や
写真を載せませんか

イラスト

記事執筆

企画

撮影取材

レイアウト

好きなこと、得意な分野で

〈はこふし〉を作ってみませ

んか？ 初めての人も大歓迎！

伊達市伊達総合支所 冨田

☎ 024-583-2111

問

暮らしの写真を募集

・川東地区協議会では箱崎・伏黒

の紹介パンフレットを企画中です。

・祭り、農作業、風景、家族写真

など、なんでもけっこうです。

お持ちの写真をお貸しください。

冨田 (伊達市伊達総合支所)

☎ 024-583-2111

問

伊
達
東
地
区
み
ん
な
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙

は
こ
ふ
し

第
５
号

２
０
２
４
年
夏

７
月
25
日
発
行

編
集
発
行
：
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会

▷
協
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連
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会
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交
流
館
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